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笑顔のための安全安心 

ファミサポリスクマネジメント研修会 

リスクマネジメント研修会、1/24 開催しました。 

 講師は鈴木裕子弁護士、ファミサポの依頼会員さんで、

ご利用履歴のある方です。ファミサポを大事に思いつつ、

リスクについても詳しい…という立ち位置でのお話。理解

を深める講座になりました。リスク講座は提供会員さんが参加に「二の足」を踏んでし

まう傾向があり、参加人数が大抵伸びません。で、今回は動画を撮影、別日程で学習会

を設定しようと思います。少人数で、気持ちのフォローをさせていただきながら、安全

について共通認識を持っていこうと思います。 

 最近、ファミサポのお問い合わせの時に事故についてのお尋ねが確実に増加したと実

感します。虐待はないかと聞かれる方もいます。「利用したいけれど不安」を感じてい

るのだと思います。先日も広報会場で「実際事故はないのか」の問いに「これまで大き

な事故はありません」と回答したところ具体性のなさが逆に不安、とのご指摘を受けた

とか。みなさんからのご指摘や質問に答えていくために、現場からは小さな出来事で

あってもご報告をいただき、事務所が把握して多くの皆さんと共有するという流れを確

実にしていかないといけません。今日この時点まで重篤な事故は起きていませんが、過

去に提供会員さんが怪我をされた件、預かり後に提供会員さんのご家族が感染症（嘔吐

下痢症）に罹患した件では保険申請し、保険申請はしていませんが、子どもが転んで膝

を擦りむいたとか脱臼したとか、預かり中に急に発熱したなどは起きています。 

 また他自治体の方から活動についての誤情報がSNSによって拡散されたという報告があ

りました。昨年、私たちもSNSトラブルを経験して注意を呼びかけました。SNSのトラブ

ルは新たな課題として認識しています。事故は防止するに限ります。事故が起きた時に

は適切に対応できるよう、シミュレーションしトレーニングを繰り返しておきたいと

思っています。 

 

＊ サポート終了後、急に子どもが駆け出した。「終わる感」がある時は要注意（2歳） 

＊ 室内でぐずり出し気分転換に外へ出たところ子どもが急に坂を走って下りた（2歳） 

＊ ぐずったので気分転換のため抱いて外へ。子どもが体をのけぞらせた（1歳）など。 

提供会員さんから報告のあったヒヤリハット事例（一部抜粋） 



新企画！イラストでみるちいきのなかま「○○のこ～んなかんじ」 

ちいきのなかまの周りで起こる出来事をイラストで紹介☆ 

  ファミサポのこ～んなかんじ 

ファミサポのお預かり中はいろんな変化を見る事ができます。 

まずはお預かりをするお子さんの変化。成長著しい時期に何回か預かるとちょっ

とした変化を感じることがよくあります。ゆうくんもちょっと距離をおいていたお

兄ちゃんたちの一員に（なったつもり？）なりました。提供会員宅で預かると提供

会員の家族と接する機会もあります。初めは預かることを心配しかしなかったご主

人が、何度かお子さんと接してなついてくれるともうメロメロ。そんなこともあり

ます。 

ちょっと預かってほしいを応援するファミサポですが、お預かりをしている間や時

にはその後にも取り巻く人々が変化するのを見るたびに、ファミサポは「地域で支

えるしくみ」であり、「家族に様々な人が関わる」大切さを感じることができま

す。 

（スタッフＹ） 



 会のあらまし 

 この会に向けてちいきのなかまでは、これまでのイン

タビューやアンケート、産後のママを理解していただく

ためのスライドなどを準備してみなさんにお伝えしまし

た。アンケートは概要ですが、この紙面に掲載していま

す。(スライドはYouTubeでもご覧いただけ

ます） 

  

 

  株式会社マイユティックス 代表 濵脇文子さんからは、産前

産後ケアの基礎的な理解と今必要な取り組み、今後佐世保で取り組

むべき方向について今回も貴重な情報と助言をいただきました。濵

脇さんに関わって頂いてから、もう4年の歳月が経ちました。 

 確か和光市のとある駅近くのファミレスで、濵脇さんと守永が情

報交換したのが事始めであったと記憶しています。その後も東京で

または佐世保でスタッフ＋αのメンバーで学習するという状態。全

国の情報をお聞きしつつ、佐世保の支援の現場ではこれまで以上にママたちの大変な状況

が見えてきて、急がないと…と思い、新たなアクションを起こしたのが2年前のこと。うわ

言のように「産前産後ケアからの切れ目ない支援」と言い続け、昨年2月に「ようこそ赤

ちゃんフェスタ」を開催する運びになりました。本当に短期間に佐世保市が動きました。 

 濵脇さんから常に「佐世保デルを作ること」の提案を頂き、背中を押されて当事者の声

を集めてきました。そのデータの積み上げが私たちの原動力だし羅針盤です。 

 エンゼルプラン以後足掛け30年近く取り組まれている子育て支援策ですが、課題を克服

する状態には至れていない。私たちも支援に携わる者として、今佐世保にある社会資源そ

れぞれの力だけでは、質量ともに子育て家庭の多様性に対応できないことを実感していま

す。だからこそ、ネットワークを広げていくこと＝関わる人を増やしていくことが重要で

す。この会はそのための布石です。 

 この会の重要な要素は後半の参加者みなさんからのご発言、

情報でした。十分な時間は取れませんでしたが、今後、事ある

ごとに情報交換していきながら新たな支援を構築したいと思っ

ています。「みんなで支える産前産後ケアそして切れ目ない支

援」に発展させていきたいと改めて思いました。  

 



今どきの出産、そして産後の状況報告（NPO法人 ちいきのなかま調査） 

調査名//お産体験アンケート 

調査期間//平成27年5月～29年12月 

調査対象//佐世保市で子育てしている女性239名 

調査方法//開催するイベント、研修会の折に参加者が記入 

     親子ひろばよんぶらこ利用者が記入（協力：親子ひろばよんぶらこ様） 

対象者の状況 

 

       

① 世代  

 10代 0 

 20代 15 

 30代 103 

 40代 36 

   

② 子どもの人数  

 1人 72 

 2人 67 

 3人 12 

 4人以上 4 

③出産前に赤ちゃんや子どもを 抱っ

こしたことはありましたか？ 

 頻繁にあった 84 

 あまりなかった 112 

 全くなかった 43 

   

④家事ができる自信がありましたか？ 

  （独身の時） 

 あった 66 

 なかった 89 

⑤初産の時の不安の有無  

   

 あった 130 

 なかった 27 



とにかく 

 痛かった！ 

 
陣痛促進剤使用含む 

【20名】 

出産直後の 

体や傷の痛み 

【10名】 

                                 
出産直前までの 

つわり 

【7名】 

きょうだい児のこと 

入院中の預け先 

【7名】 

想像以上に 

体力が必要だった 

（産前・産後） 

【5名】 

体の変化 

（高血圧・むくみ 

しびれ・腰痛・尿失禁） 

【8名】 

事前に 

実体験を聞いたことなく 

イメージがなかった 

【5名】 

 
帝王切開術後の 

痛みや回復が遅く 

大変だった 

【11名】 

出産の時に「大変だ！」と感じたことをおしえてください 

・陣痛が始まってからの病院に行くタイミングがわからなかった 

・産前にはバラ色でハッピーな情報が多く（「たまひよ」などの雑誌など）実際の大変さ

が想定外 

・出産直前まで夫不在（出張）で不安だった 

・陣痛がきて上の子を連れて行くのが大変だった 

・病院対応への戸惑い（説明不足・スタッフの対応・環境など） 

・高齢出産で大変だった 



まとまって 

眠れない 

寝不足 

【59名】 

 
子どもに 

泣かれること 

（夜泣き含む） 

【26名】 

 
家事が 

できない 

【25名】 

体調不良 

【16名】 

 
不安だった 

【25名】 

 孤立感・疎外感が 

  あった【12名】 

外出ができない 

（相談・ケアにも 

  出向けない） 

【14名】 

自分のケアが 

できない 

【12名】 

親に頼れなかった 

（他界・病気・高齢 

遠距離・就労・不仲） 

【11名】 

沐浴・入浴の 

負担 

【10名】 

家族関係に 

疲弊した 

【10名】 

夫との関係が 

ぎくしゃく 

【10名】 

産後4か月ぐらいまでに大変だったことをおしえてください 

・産後のイライラ ・体力低下  ・母乳が出なかった ・おっぱいのハリの痛み、乳腺

炎、乳首の傷の痛み ・他の人に頼れない（育児放棄と言われそうで怖い） ・きょうだい

児の子育て（メンタルのケアまでできない）・インターネットに頼りすぎて不安になった・

夫不在の子育て 



 

 産前産後ケアのことを考える時に思い出すことがあります。 

 かつて、まだファミサポ事業が始まったばかりの頃。出産後の産褥期のママがいるご

家庭を支援したことがあります。そのママがサポート終了時に感謝の言葉とともにつぶ

やいた言葉が今も私の心に遺っています。「今日提供会員さんが来てくれると思うと、

夫に優しくなれました。そしてそのことが一番嬉しいことでした。」夫はとても忙しい

方でした。優しい方なのですが、とにかく帰りが遅い。家は片付かない、子どもたちの

お世話に日々追われるのですが、疲れて帰宅した夫には何かと家のことまでは頼みづら

かったそうです。きつい体で動くことができなくてイライラも募ります。でも、翌日、

提供会員さんが来ると家が片付き、子どもたちも笑顔になる。そう思うと夫を責めたく

なる気持ちが収まったそうです。 

 支援にはいろいろなあり方がありますが、基本的に「家族を支える」ことをひとつ大

事にしてやっていきたいとこの時に強く思いました。できないところがあるから支える

のですが、家族ができることはしてもらいつつ、ご家族が産前産後を乗り越えることで

家族としてより良い関係になれるような、そんな支援が実現できたら幸せだなと思いま

す。                              （スタッフＭ） 

ちいきのなかまが考えているプラン＠2018 

調査を経てちいきのなかまは以下の3つのプランを2018年に実現したいと考えています。 

  

  

 みんなの実家プロジェクト～出産前後のママたちメインの居場所づくり 

 配食と家事ケアパッケージ～配食（お弁当屋さんとの連携）と家事援助のパック 

 ようこそ赤ちゃんフェスタの開催 

        ～産前産後ケアからの切れ目ない支援の大切さを知ってもらうイベント 

 

 

 実現のためにもうひとつ大事なことは、上記の事業を収益事業として経営でき、雇用を

生み出すことです。産後のデリケートな時期に家族に関わる人たちには高いスキルが要求

されるようになります。大事に人財を育む仕組みとバックヤードを作っていきたい。そん

な希望を語りながら新年度をスタートさせたいと思っています。 



●これからベントや講座の予定● 
よろしければ予定に書き加えていただければ幸い。 

イベントには有料・無料、託児の有無などあります。 

事前にお問い合わせください。 

 
 
後 記 
 今回の通信のほとんどのページで産前産後ケアからの切れ目ない支援情報交換
会のことをお伝えすることにいたしました。いまザクッとですが、目標としてみ
んなの実家を借り上げるために、あちこちに働きかけをしています。協働での借
り上げで家賃を分担できないかの相談です。資金が調達できないと実施は不可能
なのはもちろんのことです。そこで、みなさんに是非お願いしたいのは、ぜひ賛
助会費で応援していただきたいということ。どんな風にしたら作った居場所を有
効活用できるのか、まだまだこれから詰めていくべき課題山積。スキルのある
方、情報のある方、寄付の集め方に詳しい方などぜひご協力をお願いします。 
 
    
NPO法人ちいきのなかま  
         入会・会員（正・賛助）会員継続のご案内 
         正会員：総会議決権あり 入会金\1,000 年会費￥6,000 

         賛助会員：総会議決権なし 年会費￥3,000 

         主な特典：各種事業会員特別料金にてご優待      

連絡先  NPO法人ちいきのなかま 

                                                                                                                                                                                                                                                                                                                            
〒857—0022長崎県佐世保市山手町9-19 

携帯 090-9498-3608                                                                                                                                                                                                                    
E-mail:chiikinonakama@basil.ocn.ne.jp 

HP:http://chiikinonakama.boo.jp/ 

イベント名 日時 会場 内容 

ぼちぼちヨガ教室 

2月5日・19日
（月） 

14:00～15:00 

ボランティア
研修室 

定期開催 

参加費￥500 

会員外￥800 

ファミサポ 

会員養成講座 
2月13･15･16日 

労働福祉セン
ター・ボラセ
ン 

 

おもちゃ図書館 
2月20日（火） 

10:00～12:00 

ファミサポ 

事務所 

定期開催 

参加費無料 


